
・方針管理

・出来高管理

・品質管理

・５Ｓ

（現物表示）

社員一人一人が計画に基づくものづくりを展開。生産計画をまず明確にし、全員に提示する。全従業員が出来高
に対してこだわりの持てるＰＤＣＡを展開する。

品質の維持向上のために全社お宝台を整備します。目的は不良品は次の改善につながる貴重な
サンプルです。改善に繋がる宝との認識でレベルアップを図ります。

５Ｓは全ての基本であり源流です。これまで何度となく繰り返してきたムダを真摯に反省し、
崩れない５Ｓの実現を図っていきます。

事業計画に基づき、社の方針、部の方針、そしてそこから来る具現化活動の取り組みが連鎖して、　　　　より解り
易いもの（解り易い＝社員が理解しやすい）へ進化をさせる。

ＶＭ推進賞への挑戦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   
表示率１００％の達成　　　　　　　　　　　　　　　　　　	

第３ステージの目標	

進 化 す る モ デ ル ラ イ ン	

進 化 す る Ｖ Ｍ ボ ー ド	 時 間 毎 出 来 高 管 理 へ 進 化	

進 化 す る お 宝 台	

ＶＭ活動のスローガン   	
５Ｓ徹底！人は変身！会社は革新！	

場所の表示	

透明な板で劣化防止　　　　
汚れにくく拭き易い	

姿置き　　　　　　　
ワンベスト	

位置の表示	崩 れ に く い 表 示 の 進 化	

ＶＭ活動第３ステージ　ＶＭ活動・見える化は手段であって目的ではありません。目的は業績向上。全従業員がＰＤＣＡを理解し、
自主的な活動が更に活性化出来るよう進化をさせることが重要です。第２ステージまではやや形にこだわって進めてきたところが
有りましたが、第３ステージでは、それに進化を加えて、本当に有為な形への進化、また継続し続けられる体質への進化が実感
できるように実践していくこととします。	




